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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

（注）１．平成24年３月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成24年３月期第３四半期の対前年同四半期増減率は記載し
ておりません。 
   ２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 1,931 14.7 182 △3.5 187 8.1 108 11.9
24年3月期第3四半期 1,683 ― 188 ― 173 ― 96 ―

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 108百万円 （11.9％） 24年3月期第3四半期 96百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 1,884.42 ―
24年3月期第3四半期 1,674.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第3四半期 3,501 2,917 83.3 50,746.67
24年3月期 3,743 2,865 76.6 49,862.25
（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  2,916百万円 24年3月期  2,865百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― ― ― 1,000.00 1,000.00
25年3月期 ― ― ―
25年3月期（予想） 1,100.00 1,100.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,788 13.2 347 4.0 350 3.5 209 14.2 3,653.98



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（その他）に関する事項」をご覧ください。 
 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 1社 （社名） ハイダウェイ熱川リゾートプロジェクト投
資事業任意組合

、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 63,349 株 24年3月期 63,349 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 5,880 株 24年3月期 5,880 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 57,469 株 24年3月期3Q 57,820 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等を背景に緩やかな回復の兆しがみ

られるものの、依然として不確実性の高い欧州の債務問題やアジア近隣諸国との関係悪化等から先行き不透明な状

況が続きました。

このような状況のなか「世界に通用する人材を育成」すべく実践的な教育プログラムと独自の遠隔教育システム

の開発、充実に努めてまいりました。文部科学省に設置認可されたビジネス・ブレークスルー大学（以下、BBT大

学）経営学部では３年目の春期、秋期の学生を迎え、BBT大学大学院では春期、秋期を合わせた入学者数は本年度

も過去最多を更新いたしました。BBT大学オープンカレッジにつきましては、個人向け教育プログラムの一部にお

いて低調が続くものの、「リーダーシップ・アクションプログラム」（平成24年５月）開講に続き、「問題解決ト

レーニングプログラム」にエントリーコースとして「超入門ロジカルシンキング」（平成24年12月）を新規開講す

るなど教育プログラムの拡充に努めました。一方、グローバル人材育成関連を含む法人向け教育プログラムの受注

は引続き堅調に推移いたしました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は 百万円（前年同四半期比14.7%増）、営業利益は

百万円（同3.5%減）、経常利益は 百万円（同8.1%増）、四半期純利益は 百万円（同11.9%増）となりまし

た。

セグメント区分別の状況につきましては以下のとおりであります。

① マネジメント教育サービス

マネジメント教育サービスの売上高は 百万円（前年同四半期比17.8％増）、セグメント利益は 百万円

（同11.2％増）となりました。BBT大学経営学部では３年目の春期生、秋期生を迎え、BBT大学大学院では春期生、

秋期生を合わせた入学者数としては過去最多を更新したこと、「リーダーシップ・アクションプログラム」と「超

入門ロジカルシンキング」を新規開講したこと、グローバル人材育成関連を含む法人向けの教育プログラムの受注

が堅調に推移したことによるものであります。

② 経営コンテンツメディアサービス

経営コンテンツメディアサービスの売上高は 百万円（前年同四半期比5.3％減）、セグメント利益は 百万円

（同51.4％増）となりました。衛星レギュラー視聴の個人消費が落ち込んだものの、卒業生、修了生を対象に、受

講したコンテンツの視聴延長や当社サービスを特別価格にて提供する有料会員サービスが順調に推移したことによ

るものであります。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少い

たしました。これは主に仕掛品が 百万円増加したものの、現金及び預金が 百万円、売掛金が 百万円及び前

払費用が 百万円減少したことによるものであります。固定資産は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ

百万円増加いたしました。これは主に有形固定資産が 百万円及び投資その他の資産が 百万円増加したこと

によるものであります。

この結果、総資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いたしました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いた

しました。これは主に前受金が 百万円、未払法人税等が 百万円、未払費用が 百万円及び未払消費税等が

百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円増加

いたしました。これは主に四半期純利益 百万円及び剰余金の配当 百万円によるものであります。

１．当四半期決算に関する定性的情報

1,931

182 187 108

1,690 154

212 60

1,751 361

10 278 74

26 1,750

119 88 33

3,501 241

584 293

153 89 27 15

2,917 51

108 57
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（３）連結業績予想に関する定性的情報

当第３四半期累計期間の業績は、概ね計画どおり推移しており、通期の業績予想についきましては、平成24年11

月８日に公表いたしました業績予想に変更はありません。

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

第２四半期連結会計期間において、ハイダウェイ熱川リゾートプロジェクト投資事業任意組合を新たに設立した

ため、第２四半期連結累計期間より連結の範囲に含めております。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,635,785 1,357,590

売掛金 205,131 130,911

仕掛品 178,340 188,366

貯蔵品 4,320 5,933

前払費用 60,956 34,758

繰延税金資産 8,299 11,391

その他 20,273 22,673

貸倒引当金 △84 △44

流動資産合計 2,113,022 1,751,581

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 394,288 432,389

減価償却累計額 △48,904 △53,614

建物及び構築物（純額） 345,384 378,774

機械装置及び運搬具 9,730 9,730

減価償却累計額 △7,737 △8,264

機械装置及び運搬具（純額） 1,992 1,466

工具、器具及び備品 261,032 336,289

減価償却累計額 △172,822 △192,520

工具、器具及び備品（純額） 88,210 143,768

土地 831,802 831,802

建設仮勘定 16,650 16,650

有形固定資産合計 1,284,040 1,372,462

無形固定資産

借地権 76,071 76,071

ソフトウエア 145,812 153,306

ソフトウエア仮勘定 14,700 7,333

その他 55,619 53,755

無形固定資産合計 292,202 290,466

投資その他の資産

投資有価証券 21,601 26,101

差入保証金 18,379 50,767

繰延税金資産 10,738 8,205

その他 3,266 2,159

投資その他の資産合計 53,986 87,233

固定資産合計 1,630,229 1,750,162

資産合計 3,743,252 3,501,743
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 5,433 3,409

未払金 13,354 7,623

未払費用 192,991 165,453

未払法人税等 96,521 6,726

前受金 535,388 382,386

奨学還付引当金 1,769 5,625

その他 30,094 10,936

流動負債合計 875,554 582,160

固定負債

その他 2,163 2,291

固定負債合計 2,163 2,291

負債合計 877,718 584,452

純資産の部

株主資本

資本金 1,477,525 1,477,525

資本剰余金 1,125,236 1,125,236

利益剰余金 548,824 599,650

自己株式 △286,052 △286,052

株主資本合計 2,865,533 2,916,360

新株予約権 － 831

少数株主持分 － 100

純資産合計 2,865,533 2,917,291

負債純資産合計 3,743,252 3,501,743
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第３四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

売上高 1,683,993 1,931,760

売上原価 565,286 677,024

売上総利益 1,118,706 1,254,736

販売費及び一般管理費 929,783 1,072,481

営業利益 188,923 182,254

営業外収益

受取利息 5,489 7,778

投資有価証券売却益 2,000 －

未払配当金除斥益 1,982 761

為替差益 － 23,040

その他 679 769

営業外収益合計 10,150 32,349

営業外費用

投資有価証券評価損 1,365 1,000

為替差損 18,421 －

事務所移転費用 － 25,144

固定資産除却損 2,988 1,193

固定資産売却損 2,895 －

支払手数料 108 －

営業外費用合計 25,779 27,338

経常利益 173,294 187,265

税金等調整前四半期純利益 173,294 187,265

法人税、住民税及び事業税 73,419 79,528

法人税等調整額 3,055 △558

法人税等合計 76,475 78,969

少数株主損益調整前四半期純利益 96,819 108,295

少数株主損失 － 0

四半期純利益 96,819 108,295
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（四半期連結包括利益計算書）
（第３四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 96,819 108,295

四半期包括利益 96,819 108,295

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 96,819 108,295

少数株主に係る四半期包括利益 － △0
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、書籍の出版に係る

印税収入及び賃貸収益等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、書籍の出版に係る

印税収入及び賃貸収益等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

マネジメン
ト教育サー

ビス

経営コンテ
ンツメディ
アサービス

計

売上高

外部顧客への売上高 1,434,571 224,194 1,658,766 25,226 1,683,993 － 1,683,993

セグメント間の内部
売上高又は振替高

16,846 9,478 26,325 37,593 63,918 △63,918 －

計 1,451,418 233,673 1,685,091 62,820 1,747,911 △63,918 1,683,993

セグメント利益 138,783 40,110 178,893 10,029 188,923 － 188,923

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

マネジメン
ト教育サー

ビス

経営コンテ
ンツメディ
アサービス

計

売上高

外部顧客への売上高 1,690,060 212,247 1,902,308 29,452 1,931,760 － 1,931,760

セグメント間の内部
売上高又は振替高

14,212 11,303 25,515 37,345 62,861 △62,861 －

計 1,704,273 223,550 1,927,824 66,797 1,994,621 △62,861 1,931,760

セグメント利益又は損

失（△）
154,340 60,720 215,061 △32,806 182,254 － 182,254
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該当事項はありません。

（６）重要な後発事象
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